
長久手市総合計画（ながくて未来図）

『ながくて未来の物語』実現のために必要な

平成 30 年 3 月

長久手市

長久手市民のみなさまへ
本市では、現在、長久手市の今後 10 年間のまちづくりの指針

となる 総合計画 （愛称 ながくて未来図）の策定を進めてい
ます。

平成 29 年 5 月から策定作業を市民のみなさんと進め、12 月
には、2028 年の長久手市の理想の姿を描いた『ながくて未来の
物語』をまとめました。

そして、今年に入ってから、この『ながくて未来の物語』を
実現するために必要な手段を考え始めています。まだ、途中段
階のものですが、今までの議論の結果を冊子にまとめましたの
で、ぜひ一度ご覧いただき、ご意見ご感想をお寄せください 

長久手市市長公室経営企画課
Tel 0561-56-0600
Fax:0561-63-2100

メール:keiei@nagakute.aichi.jp
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総合計画（ながくて未来図）づくりは、市 HP や広報で、取組経過を掲載しています。

Faceebook ページ『みんなでつくろう ながくて未来図』もぜひご覧ください ⇒



『ながくて未来の物語』実現のために

必要な（いまのところ）４８のこと

昨年末のことですが、

人づくり / 子ども / 自然環境 / 生活 / 交流 / 都市整備 / 市政運営

の今後の長久手市のまちづくりにおいて

重要となる７つのカテゴリーごとに、

2028年の長久手市をイメージし、そこに暮らす未来の市民が、

いきいきと暮らす様子を「ながくて未来の物語」としてまとめました。

2028年の長久手市が本当に、描いた物語のようなまちになるためには、

しなければならないことがたくさんあります。

そして、今年の１月から、

「ながくて未来の物語を実現するための具体的な手段を考えよう！」

と題して、市民ワークショップや、若手職員によるワーキングを行い、

「ながくて未来の物語実現のために必要な（いまのところ）４８のこと」

としてまとめました。

（いまのところ） とついているのは、まだ検討途中の段階で、

４９や５０、６０…と増えるかもしれませんし、

逆に減るかもしれないからです。

多くの方にこの冊子を読んでいただき、

「こういう視点の取組が必要ではないか！」

「もうちょっとこっちの方向性の取組を充実させたい！」等

のご意見ご感想をお聞かせください。

全てのご意見を反映させることは難しいとは思いますが、

計画の中身をよりよいものにするために、

いただいた意見をもとに、修正をしていきたいと思います。

より多くの方の知恵や想いが詰まった「ながくて未来図」にするために、

今後ともご協力をよろしくお願いします。



① ④でいただいた延べ3,474人の意見を整理し、

『みんなの想い集』を作成しました 

⇒○５つの大切な視点（笑顔・あいさつ・役割・つながり・愛着）

⇒○６つのカテゴリー（人づくり・子ども・自然環境・生活・交流・都市整備）

※『みんなの想い集』『ながくて未来の物語』は、ともに市HPでご覧いただけます

No. 取組 時期 主な内容

① 小中学生からの意見収集 H29.2～7 「理想の未来」に関する意見収集

②
キックオフパーティー

（２回）
H29.5～7 「理想の未来」「現状の魅力」に関する

意見収集

③
Think Nagakute キャラバン

（小学校区ごとのワークショップ）
H29.8～9 「現状の魅力と課題」に関する意見　

収集

④
活動団体へのヒアリング

（30団体） H29.9 「理想の未来」「現状の課題」に関する
意見収集

これまでの取組

No. 取組 時期 主な内容

⑤
第１～３回

テーマ別検討会議
H29.10～11 「みんなの想い集」を参考に、カテゴリーごとに

「１０年後の理想の姿」を検討

カテゴリーごとに、2028年の長久手市に暮らす人々がいきいきと暮らす様子を、

『ながくて未来の物語』として描きました 

※カテゴリー「市政運営」については、若手職員プロジェクトチームで考えました。

No. 取組 時期 主な内容

⑥
第４回テーマ別検討会議

《市民視点》
H30.1.13 「未来の物語」実現のための具体的な手段を

検討（市民視点）

⑦
職員ワーキング
《行政視点》

H30.1.18～ 「未来の物語」実現のための具体的な手段を
検討（行政視点）

⑧ 第５回テーマ別検討会議 H30.1.28 ⑥⑦で出た意見を整理した内容を確認し、足
りないことの追加や方向性の修正を行う

⑥⑦⑧でいただいた意見をもとに、

『ながくて未来の物語』実現のために必要な４８のこと 作成

※次ページ以降にまとめておりますので、ぜひご覧ください⇒

これからの取組

平成30年3月31日（土）午後2時から５時まで、１年間の取組の振り返りを兼ね
た大交流会を、福祉の家２階集会室で行います  ぜひご参加ください  



カテゴリー 基本目標 17の政策 ※政策＝すべきこと ４８の施策 ※施策＝政策実現のために必要なこと

  地域の担い手づくりの推進

  地域における活動拠点の整備と活用

  地域活動へ参加しやすい環境の整備

  若者の想いを支える仕組みづくり

  男女ともに意欲に応じて活躍できる地域づくり

  高齢者の役割と居場所の拡充

  “やってみたい”を生み出し支える仕組みづくり

  安心して出産できる環境の整備

  安心して子どもが過ごせる場の整備

  子育て情報の整理と提供

  地域の子育てネットワークづくりの推進 

  子どもたちの多様な個性を尊重する意識の向上

  子どもの主体性が育つ機会の創出

  子どもが学びたいと思える環境の整備

  自然と共生する心が育まれる機会の創出

  自然に愛着を持つ地域づくりの推進

  豊かな自然環境の保全

  まちの緑化の推進

  水辺に親しめる環境の整備

  農にふれる機会の創出

  農の多様な担い手の育成

  くらしの低炭素化の推進

  ものを大切にする循環型社会の構築

  助け合い・支え合いの地域づくりの推進

  市民が気軽に相談できる場の周知・活用

  生きがいのある暮らしの推進

  介護予防の推進

  運動による健康づくり

  くらしを支える生活基盤の充実

  福祉情報の見える化の推進

  交通安全・防犯の推進

  地域防災力の向上

  観光交流スタイルの確立

  魅力が広がる情報発信の強化

  歴史の次世代への継承

  文化・芸術によるまちづくりと交流

  スポーツによるまちづくりと交流

  公共交通の利便性の向上

  安心して移動できる環境の整備

  快適な生活環境の形成

  歩いて楽しい景観の形成

  飛び出す職員の育成

  挑戦しやすい組織づくり

  他自治体や民間企業との連携

  将来を見据えた財政運営

  行政情報の見える化の推進

  公共施設の計画的な管理

  市民サービスの向上

『ながくて未来の物語』実現のために必要な（いまのところ）４８のこと 一覧

① 地域共生を支える人づくり

② 「やってみたい」が実現できる地域づくり

① 妊娠から出産・子育てまでの切れ目のない支援

② 子どもを通じて育て合い育ち合うまちづくり

③ 子どもの感性が育まれる環境の整備

① 万博理念を継承した自然との共生

② 農あるくらしの推進

③ 地球にやさしい持続可能な循環型社会の構築

① 地域の課題をみんなで解決する

② 元気にいきいきと暮らすことができる地域づくり

③ 住み慣れた場所で安心して暮らすことができる地域づくり

交流

いつでも

どこでも

だれとでも

広がる幸せの和

① 観光交流まちづくりの推進

② まちの資源を活かした市民同士の交流の促進

都市整備
あえて、

歩いてみたくなるまち

① 移動しやすい環境の整備

② 暮らして心地よい生活環境の整備

① 挑戦する組織への変革

② 市民から信頼される市政の運営

人づくり
「やってみたい」

でつながるまち

子ども 子どもが元気に育つまち

自然環境
みんなでみらいへつなぐ

みどりはまちの宝物

生活

みんながつながり、

誰もがいきいきと

暮らせるまち

市政運営 職員が飛び出すまち



カテゴリー：「人づくり」に必要なこと

政策① 地域共生を支える人づくり
⇒市民主体のまちづくりの推進のため、誰もが地域の担い手であるという意識の向上や地域コミュニ
ティへの人的支援、場の整備、参加しやすい環境づくりに取り組み、みんなで協力する地域をつくり
ます。

施策  地域の担い手づくりの推進
施策  地域における活動拠点の整備と活用
施策  地域活動へ参加しやすい環境の整備

政策② 「やってみたい」が実現できる地域づくり
⇒老若男女問わず誰もが、自分の持つ「やってみたい」が実現できるよう、その後押しを行う地域づ
くりを行っていきます。

施策  若者の想いを支える仕組みづくり
施策  男女ともに意欲に応じて活躍できる地域づくり
施策  高齢者の役割と居場所の拡充
施策  “やってみたい”を生み出し支える仕組みづくり

カテゴリー：「子ども」に必要なこと

政策① 妊娠から出産・子育てまでの切れ目のない支援
⇒妊娠・出産期を安心して迎えられ、その後の子育ての支援まで切れ目のない支援を行っていきます。

施策  安心して出産できる環境の整備
施策  安心して子どもが過ごせる場の整備
施策  子育て情報の整理と提供

政策② 子どもを通じて育て合い育ち合うまちづくり
⇒子育てを通じて、お互いに助け合い育ち合うネットワークづくりや、多様な個性を理解し尊重する
取組を行っていきます。

施策  地域の子育てネットワークづくりの推進
施策  子どもたちの多様な個性を尊重する意識の向上

政策③ 子どもの感性が育まれる環境の整備
⇒子どもが安心して、感性豊かに成長できる環境を整備する取組を行っていきます。

施策  子どもの主体性が育つ機会の創出
施策  子どもが学びたいと思える環境の整備
施策  自然と共生する心が育まれる機会の創出



施策  自然に愛着を持つ地域づくりの推進
施策  豊かな自然環境の保全
施策  まちの緑化の推進
施策  水辺に親しめる環境の整備

政策① 万博理念を継承した自然との共生
⇒自然に愛着を持つ地域づくりや、自然環境の保全や活用を行いながら、愛知万博の理念「自然との
共生」を推進し、未来に継承していく取組を行っていきます。

政策② 農あるくらしの推進
⇒農に触れる機会の創出や、それを通じて農に携わる人材の発掘や育成を行っていきます。

施策  農にふれる機会の創出 
施策  農の多様な担い手の育成

政策③ 地球にやさしい持続可能な循環型社会の構築
⇒くらしの中で出る二酸化炭素の削減やリサイクルの推進等、環境にやさしい社会を構築する取組を
行っていきます。

施策  くらしの低炭素化の推進
施策  ものを大切にする循環型社会の構築

カテゴリー：「自然環境」に必要なこと

カテゴリー：「生活」に必要なこと

施策  くらしを支える生活基盤の充実
施策  福祉情報の見える化の推進
施策  交通安全・防犯の推進
施策  地域防災力の向上

政策③ 住み慣れた場所で安心して暮らすことができる地域づくり
⇒住み慣れた場所で暮らせるような高齢者支援や助けが必要な人への支援等の生活基盤整備や、交通
安全、防犯、防災等、市民が安心した生活を推進する取組を行っていきます。

政策① 地域の課題をみんなで解決する
⇒地域の課題を他人事ではなく、自分事として捉え、助け合い・支え合いの地域を構築する取り組み
を行っていきます。

施策  助け合い・支え合いの地域づくりの推進  
施策  市民が気軽に相談できる場の周知・活用

政策② 元気にいきいきと暮らすことができる地域づくり
⇒介護予防や健康づくり等、いつまでも元気に暮らせる地域を構築する取組を行っていきます。

施策  生きがいのある暮らしの推進
施策  介護予防の推進
施策  運動による健康づくり



政策① 移動しやすい環境の整備
⇒公共交通の充実や道路整備等による移動しやすい環境を整備する取組を行っていきます。

施策  公共交通の利便性の向上
施策  安心して移動できる環境の整備

政策② 暮らして心地よい生活環境の整備
⇒心地よい生活環境を構築するため、住環境の整備や景観の整備等の取組を行っていきます。

施策  快適な生活環境の形成
施策  歩いて楽しい景観の形成 

政策① 挑戦する組織への変革
⇒地域に飛び出し、地域のことを知り、市民をはじめとする様々な主体を結びつけ、地域の力を引き
出しながら必要な施策を行える職員の育成や組織づくりに取り組みます。

施策  飛び出す職員の育成
施策  挑戦しやすい組織づくり
施策  他自治体や民間企業との連携

政策② 市民から信頼される市政の運営
⇒財政運営や情報の公開、公共施設の管理などを適切に行い、市民から信頼される市政運営に取り組
みます。

施策  将来を見据えた財政運営
施策  行政情報の見える化の推進
施策  公共施設の計画的な管理
施策  市民サービスの向上

政策① 観光交流まちづくりの推進
⇒観光交流スタイルを確立し推進するとともに、情報発信の充実を図る取組を行っていきます。

施策  観光交流スタイルの確立
施策  魅力が広がる情報発信の強化

政策② まちの資源を活かした市民同士の交流の促進
⇒歴史・文化・芸術・スポーツを活用し、市民の交流の促進する取組を行っていきます。

施策  歴史の次世代への継承
施策  文化・芸術によるまちづくりと交流
施策  スポーツによるまちづくりと交流

カテゴリー：「交流」に必要なこと

カテゴリー：「都市整備」に必要なこと

カテゴリー：「市政運営」に必要なこと


